
 

特別セッション 

先送りできない日本 
―第二の焼け跡からの再出発― 

ジャーナリスト池上 彰氏 

学生の皆さん、池上彰さんと 

日本の未来について考えてみませんか？ 
 

日本人が復興のために、いま決断すべきこととは？ 
  
日本人は六〇年前、焼け跡から再出発して、今の豊かさを築きました。広島、長崎と二度の原爆の

被害も受けました。にもかかわらず、日本はあの瓦礫の山から不死鳥のように蘇ったのです。  

（中略）このところの日本は、いろいろな面で行きづまっていました。行きづまりの原因は、これ

までの政治が、さまざまな課題を先送りしてきたことにあります。もう日本に先送りは許されなく

なったのです。この震災を機に、もはや先送りは許されません。日本に住む私たちは、その現実に

直面しています。 
（先送りできない日本―“第二の焼け跡”からの再出発―前書きより） 

 

特別セッション               

【日 時】9 月 21 日（水）15:30～17:30 

【講 師】池上 彰氏 

（参考書籍：『先送りできない日本』（角川 one テーマ 21） 

【講義室】東北大学百周年記念会館 

川内萩ホール 

【対象者】東北大学在校生、一般の方 
（一般の方は先着２００名、3 階席から聴講のみと 
なります。恐れ入りますがあらかじめご了承下さい。） 

【主 催】東北大学、角川書店 

【一般の方の申し込み】下記の URL からお申込みください。 

https://www11.bureau.tohoku.ac.jp/koho/event/ikegami/ 
（締切）９月１６日（金） 


